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■
　地域医療連携室では、市立３病院への円滑な受診
や入院を支援する「前方連携」と、退院に向けた調整
などの「後方連携」をしています。
　前方連携では、他の医療機関との連携を推進する
ために、医療機関向けの広報紙や外来医師担当表を
発送するなど、当院の情報発信や、他の医療機関から
転院受け入れの際の相談窓口となっています。後方
連携では、病気やけがが原因で要介護状態となった
り、後遺障害が残った場合などに、患者や家族と院内
外の関係する部署との連携を図り、各種福祉制度の
利用のほか、在宅療養や施設入所、転院などの支援や
調整をしています。
　また、医療・介護・福祉の連携を図るため、地域の医
療や介護などの関係者が集まる意見交換会を開催し
たり、他機関が主催する会議や研修会に参加したり
するなど、「地域包括ケア体制」と「地域共生型社会」
の構築に向けて取り組んでいます。

登米市民病院管理課　☎0220（22）5511

地域医療連携室の紹介
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登米市民病院・地域医療連携センター（多目的ホール）
小論文試験（１時間）、人物（面接）試験、健康診断、資格調査
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〒987－0511 登米市迫町佐沼字下田中25番地／☎0220（21）6888

　誰もが、ある日突然、犯罪の被害者やその家族、遺族
（犯罪被害者等）になる可能性があります。犯罪被害者等
は、生命を奪われたり、傷害を負わされたりといった直
接の被害に加え、周囲の無理解による配慮に欠けた対応
による間接的な被害にも苦しめられるなど、精神的・経
済的にも厳しい状況に置かれ、日常生活を送ることが困
難となる場合も少なくありません。
　市では、犯罪被害者等の支援に関し、市民の皆さんに
寄り添った支援を総合的に推進し、受けた被害の早期の
回復と軽減を図るとともに、安全で安心して暮らすこと
のできる地域社会の実現に寄与することを目的に、登米
市犯罪被害者等支援条例を制定し、４月１日から施行し
ています。二次的被害を防止するためにも、犯罪被害者
等が置かれている状況や支援の必要性について理解い
ただき、犯罪被害者等の生活の平穏を害することのない
よう配慮願います。

【 犯罪被害者等の相談窓口、情報提
供、支援内容などを案内します。窓口は、市民生活部市民

生活課市民総務係です
【 犯罪被害者等の経済的負担を軽減する
ため、見舞金を支給します

登米市に住民登録がある人で、故意の犯罪行為
により被害を受けた人またはその家族など

市民生活部市民生活課（市民総務係）
☎0220（58）2118
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